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区 分
住民基本台帳人口
(17・３・31)

歳出額 Ａ 実質収支 人件費 Ｂ
人件費率
(Ｂ／Ａ)

16年度 15,115人 7,308,329千円 102,958千円 1,828,902千円 25.0％

����������	
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区 分 職員数Ａ
給 与 費 １人当たり給与

費 (Ｂ／Ａ)給 料 職 員 手 当 期末･勤勉手当 計 Ｂ

17年度 195人 803,414千円 64,497千円 329,252千円 1,197,163千円 6,139千円
���� �������������� !"
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区 分
一 般 行 政 職 単 労 職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

中泊町 343,400円 364,800円 45.0歳 298,100円 316,300円 50.8歳

国 327,555円 40.2歳 47.9歳
���<=>�,56738/�9:;0?�,56@38/�9:;�,-ABCDE�+"

����$F�����,56738/�9:;�

区 分 決 定 初 任 給 採用２年経過日給料額

一般行政職
大学卒 170,700円 184,400円

高校卒 138,800円 148,500円
���$F��?AG)�BCDE�+"
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区 分
経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

一般行政職
大学卒 262,900円 301,600円 350,200円

高校卒 223,600円 255,500円 294,500円
���HI3JA�0OPQRS�TU&'VWXWYZ[DE\]^�0TUQ�3J�E_`�*+"
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区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標 準 的 な
職務の内容

主事 主事 主査 主任主査 主幹 課長補佐
課長
次長

総務課長
参事

職員数 4人 7人 23人 13人 17人 47人 18人 8人 137人

構成比 3.0％ 5.1％ 16.8％ 9.5％ 12.4％ 34.3％ 13.1％ 5.8％ 100％
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期 末 ・ 勤 勉 手 当
(17年度支給割合)

期 末 勤 勉

６ 月 期 1.23月分 0.7月分

12 月 期 1.42月分 0.7月分

計 2.65月分 1.4月分

退 職 手 当

支 給 率

自己都合 勧奨・定年

勤 続 20 年 21.0月分 32.76月分

勤 続 25 年 33.75月分 42.12月分

勤 続 35 年 47.5月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 (２％～20％)

退 職 時 特 別 昇 給 勧奨退職者及び25年以上勤続退職者２号給

１人当たり平均支給額 22,060,879円
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区 分 内 容 支給額

扶養手当
(国と同じ)

配 偶 者 13,500円

配

偶

者

以

外

１人目…扶養親族である配偶
者がある場合

6,000円

〃 …扶養親族でない配偶
者がある場合

6,500円

〃 …配偶者がない場合 11,000円

２人目 5,000円

３人目以上１人につき 5,000円
満16歳以上22歳までの子がい
る場合､ 子1人についての加
算額 (その年度内に上記の年
齢であれば該当)

5,000円

住居手当

借家 (借間) 限度額 27,000円
持家 (国の場合､ 新築または購入
後５年間 2,500円 ５年後から
は支給しない)

3,000円

通勤手当
(国と同じ)

交通機関等利用者 限度額 55,000円

交通用具使用者 限度額 24,500円
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区 分

部 門

職員数
(人)

平成17年

一般行政部門

議 会 3

総 務 53

税 務 9

民 生 36

衛 生 22

農林水産 18

商 工 6

土 木 10

労 働 1

小 計 158

特別行政部門 教 育 41

普 通 会 計 小 計 199

公営企業等
会 計 部 門

病 院 7

水 道 9

下 水 道 1

そ の 他 37

小 計 54

合 計 253

�nm�
opq
���������������

区 分 給料月額等 期末手当 (17年度支給割合)

町 長 694,000円 ６月期 0.92
12月期 1.02
計 1.94助 役 563,000円

議 長 268,000円

６月期 1.35
12月期 1.45
計 2.8

副議長 230,000円

議 員
(旧中里) 220,000円

議 員
(旧小泊) 200,000円
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10
月
１
日
、
中
泊
町
小
泊
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
中

泊
町
新
町
誕
生
記
念｢

中
畑
清
野
球
教
室｣

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
初
は
運
動
公
園
野
球
場
の
予
定
で
し
た
が
、
あ
い

に
く
雨
の
た
め
体
育
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
日
は
中
里
、
小
泊
中
学
校
を
含
む
北
五
６
中
学

校
の
114
名
の
野
球
部
員
が
、
講
師
の
元
巨
人
軍
中
畑
清

氏
と
水
野
雄
仁
氏
か
ら
走
塁
や
正
し
い
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
２
時
間
半
に
わ
た
っ
て
教
わ
り

ま
し
た
。

���
���

���
���

���
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中
泊
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
10
月
19
日
、

｢

シ
ル
バ
ー
の
日｣

に
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
約
100
名
の
会
員
が
中
央
公
民
館
に
集
合

し
、｢

シ
ル
バ
ー
の
日｣

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
先
頭
に
、
中
里
幼
稚
園
の
鼓
笛
演
奏
と
と
も
に
中

里
駅
前
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
分
か
れ
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

拭
き
や
役
場
前
の
桜
の
枝
切
、
道
路
の
ご
み
拾
い
な
ど

の
清
掃
奉
仕
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
小
泊
地
域
で
も
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺

の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

���
���
���
���
���
���
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９
月
23
日
に
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
第
47
回
認
定
職

業
訓
練
生
技
能
競
技
大
会
で
、
中
里
職
業
能
力
開
発
校

(

小
野
昌
弘
校
長)

の
木
造
建
築
科
１
年
三
和
豊
明
さ

ん(

有
限
会
社
三
豊
建
設)

が
第
２
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。大

会
に
は
県
内
15
校
の
約
160
人
が
参
加
し
、
そ
の
う

ち
木
造
建
築
科
１
年
の
部
に
は
34
人
が
参
加
し
た
な
か

で
の
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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１
０
０
ｍ

１
年

岡

駿
岳(

薄
市)

２
年

加
藤

登
夢(

中
里)

３
年

長
利

卓
紀(

武
田)

４
年

佐
々
木
秀
仁(

薄
市)

５
年

東
山

公
真(

中
里)

６
年

木
村

仁(

中
里)

共
通
２
０
０
ｍ佐

々
木
翔
汰(

薄
市)

３
年
以
下
６
０
０
ｍ

三
上

翔
平(

中
里)

４
・
５
年
１
５
０
０
ｍ

伏
見

有
史(
中
里)

６
年
１
５
０
０
ｍ

石
川

智
喜(

武
田)

共
通
８
０
ｍ
Ｈ古

川

真
也(

中
里)

共
通
走
幅
跳

成
田

隆
星(

薄
市)

共
通
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

伏
見

俊
哉(

中
里)

�
�

�

１
０
０
ｍ

１
年

野
上

凜
音(

薄
市)

２
年

青
山
ほ
の
か(

薄
市)

３
年

小
野

朱
理(

中
里)

４
年

鈴
木

媛
女(

中
里)

５
年

松
谷

和
恵(

中
里)

６
年

小
野

瑞
季(

中
里)

共
通
２
０
０
ｍ長

利
ク
ラ
ラ(

武
田)

３
年
以
下
６
０
０
ｍ

三
上

葵(

武
田)

４
・
５
年
８
０
０
ｍ

打
越

友
美(

中
里)

共
通
８
０
ｍ
Ｈ鈴

木

唯
未(

中
里)

共
通
走
幅
跳

野
上

理
帆(

薄
市)

共
通
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

小
野
江
理
佳(

中
里)

�
�
�
�
�

１
０
０
ｍ

石
川

功
大(

弘

実)
２
０
０
ｍ

鈴
木

功
也(

中
里
中)

４
０
０
ｍ

佐
野

友
紀(

中
里
中)

８
０
０
ｍ

秋
谷

浩
平(

金
木
中)

１
５
０
０
ｍ

関
本
光
将(

金
木
高)

３
０
０
０
ｍ

関
本
光
将(
金
木
高)

４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

中
里
中
Ｏ
Ｂ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
Ｒ

中
里
中
Ｏ
Ｂ

走
高
跳

工
藤

奨
太(

小
泊
中)

走
幅
跳

土
岐

武
寛(

木
造
高)

三
段
跳

工
藤

義
宗(

金
木
中)

砲
丸
投

川
村

尚
平(

中
里
高)

�
�
�
	
�

１
０
０
ｍ

中
谷

聡
子(

中
里
中)

２
０
０
ｍ

成
田
優
梨
亜(

中
里
中)

８
０
０
ｍ

田
中

伶
奈(

中
里
中)

１
０
０
ｍ
Ｈ

薮
田
鈴
代(

小
泊
中)

走
幅
跳

山
田

奈
美(

金
木
中)

砲
丸
投

青
山
知
郁
子(

中
里
中)

４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

中
里
中
Ｂ

�
�

�
�

�
	




成
田

隆
星(

薄
市
小)

鈴
木

唯
未(

中
里
小)

三
上

葵(

武
田
小)

野
上

凛
音(

薄
市
小)

�
�

�

４
年
１
０
０
ｍ

７
位

竹
谷

将(

中
里
小)

５
年
１
０
０
ｍ

４
位

松
舘

俊
典(

薄
市
小)

６
位

東
山

公
真(

中
里
Ｊ
Ｃ)

６
年
１
０
０
ｍ

８
位

木
村

仁(

中
里
小)

８
０
ｍ
Ｈ

１
位

古
川

真
也(

中
里
Ｊ
Ｃ)

走
高
跳

２
位

成
田

隆
星(

中
里
Ｊ
Ｃ)

５
位

丸
山

稔
矢(

小
泊
小)

６
位

小
野

晃
季(

薄
市
小)

走
幅
跳

８
位

成
田

利
紀(

薄
市
小)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

８
位

今

涼
太(

薄
市
小)

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

２
位

中
里
Ｊ
Ｃ

�
�

�

５
年
１
０
０
ｍ

４
位

北
島

麗
香(

小
泊
小)

６
年
１
０
０
ｍ

７
位

小
野

瑞
季(

中
里
小)

８
位

長
利
ク
ラ
ラ(

武
田
小)

８
０
ｍ
Ｈ

３
位

鈴
木

唯
未(

中
里
小)

４
位

松
谷

捺
望(

中
里
小)

８
位

今

亜
利
沙(

中
里
小)

走
幅
跳

３
位

野
上

理
帆(

薄
市
小)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

３
位

成
田

優
香(

小
泊
小)

５
位

工
藤

朱
里(

武
田
小)

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

５
位

中
里
小

７
位

小
泊
小

�
�
�
�
�
�
�

�
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第
１
回
中
泊
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
10
月
２
日

(
日)
、
マ

リ
ン
パ
ー
ク
小
泊
の
芝
生
広
場
で
開

か
れ
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

�
�

�
�

１
位

木
村
幸
雄(

上
高
根)

２
位

古
川
慎
造(

五

林)

３
位

宮
越
兼
雄(

向

町)

４
位

永
坂
博
志(

下

前)

５
位

珍
田
栄
蔵(

向

町)

６
位

熊
谷
明
彦(

向

町)

ブ
ー
ビ
ー
賞

白
岩

隆
逸(

下
前)

ブ
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
賞

外
崎
左
五
右
ェ
門(

向
町)

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

秋
元
正
美
、
宮
越
兼
雄
、
加
藤
良

一
、
永
坂
博
志
、
青
山
兼
弘

�
�

�
�

１
位

樋
口
彰
子

(

派
立
上)

２
位

秋
元
あ
き
え(

豊

島)

３
位

小
寺
イ
ツ

(

五

林)

４
位

大
沢
ヨ
ネ

(

派
立
下)

５
位

田
中
秋
江

(

大
沢
内)

６
位

兵
庫
京
子

(

宮
野
沢)

ブ
ー
ビ
ー
賞

久
保
田
幸
代(

下

前)

ブ
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
賞

佐
藤
よ
し
い(

下

前)

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

樋
口
彰
子
、
兵
庫
京
子

中
泊
町
教
育
委
員
会
主
催
の｢

第

１
回
中
泊
町
学
童
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会｣

が
10
月
２
日
、
小
泊
マ
リ

ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
町
内
の
児
童
35
人
は
元
気
い
っ

ぱ
い
の
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

�
�

�
�

１
位

小
山
内
佳
隆(

中
里
小
３
年)

２
位

小
山
内
和
隆(

中
里
小
５
年)

３
位

成
田
隆
星

(

薄
市
小
６
年)

４
位

岩
間
光
平

(

薄
市
小
４
年)

５
位

三
橋
俊
亮

(

小
泊
小
６
年)

６
位

島
中
大
知

(

小
泊
小
３
年)

ブ
ー
ビ
ー
賞

佐
藤
成
功

(

小
泊
小
２
年)

ブ
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
賞

升
田

蓮

(

小
泊
小
２
年)

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

三
橋
俊
亮

(

小
泊
小
６
年)

�
�

�
�

１
位

澤
田
有
紀

(

薄
市
小
３
年)

２
位

小
寺
成
美

(

薄
市
小
６
年)

３
位

澤
田
早
紀

(

薄
市
小
６
年)

４
位

中
村
奈
津
美(

小
泊
小
３
年)

５
位

鈴
木
里
奈

(

小
泊
小
３
年)

６
位

鍋
田
野
々
香(

小
泊
小
２
年)

ブ
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
賞

角
田
真
生

(

小
泊
小
２
年)

10
月
９
日(

日)

小
泊
小
学
校
体

育
館
を
会
場
に
、
中
泊
町
子
ど
も
の

文
化
リ
ー
ダ
ー
委
員
会
主
催
の
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小
泊

小
学
校
３
チ
ー
ム
、
小
泊
中
学
校
３

チ
ー
ム
、
薄
市
小
学
校
３
チ
ー
ム
の

計
85
名
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
ま
で
は
小
泊
地
域
の
み
の

参
加
・
開
催
で
し
た
が
、
合
併
を
機

に
、
今
回
か
ら
は
中
里
地
域
か
ら
の

参
加
も
あ
り
、
児
童
生
徒
の
交
流
を

兼
ね
た
大
変
有
意
義
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

大
会
を
主
催
し
た
中
泊
町
子
ど
も

の
文
化
リ
ー
ダ
ー
委
員
会(

小
泊
地

域
小
学
校
６
年
生
か
ら
中
学
校
２
年

生
ま
で
の
児
童
生
徒
で
構
成
さ
れ
る

団
体)

委
員
も
中
里
か
ら
の
参
加
者

を
募
集
し
た
一
回
目
の
事
業
と
あ
っ

て
、
い
つ
も
以
上
に
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
甲
斐
も
あ
っ
て
か
、
当
日
は
審
判

か
ら
競
技
進
行
ま
で
大
き
な
ミ
ス
も

な
く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

リ
ー
ダ
ー
委
員
会
で
は
こ
れ
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ど
ん
ど
ん
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位

ジ
オ
ン
軍

(

小
泊
中
一
年
生
チ
ー
ム)

二
位

ク
ロ
ス
ガ
ー
ド
薄
市

(

薄
市
小
六
年
生
チ
ー
ム)

三
位

未
来
少
年
南

(

小
泊
小
四
・
五
・
六
年
生
、

一
般
混
合
チ
ー
ム)

�� ��������������	�
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10
月
16
、
17
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て
パ
ル
ナ
ス
ロ
ビ
ー
を
会
場
に
Ｍ
Ｏ

Ａ
美
術
館
中
泊
児
童
作
品
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

６
回
目
と
な
る
今
回
は
、
中
泊
町

内
の
小
学
校
か
ら
書
写
２
７
４
点
、

絵
画
１
６
８
点
、
あ
わ
せ
て
４
４
２

点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
展
示
会
場

に
は
個
性
豊
か
な
絵
画
や
の
び
の
び

と
書
い
た
書
写
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

16
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入

賞
し
た
児
童
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

の
が
み
ゆ
う
が

(

薄
市
小
１
年)



�
�

	

永
坂
明
日
香

(

下
前
小
２
年)



�
�
�
�

	

成
田
杏
華

(

薄
市
小
２
年)



�
�
�
�

	

と
の
さ
き
な
お
や(
中
里
小
１
年)



�
�
�
�
�
�
�

	

葛
西
洸
登

(

中
里
小
３
年)



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	

新
岡
実
咲

(

武
田
小
５
年)



�
�
�
�
�
�
�
�
�

	

永
坂
孝
太

(

下
前
小
６
年)

 
	

こ
ば
や
し
な
な

(

薄
市
小
１
年)

江
良
貴
保
子

(

薄
市
小
２
年)

!
	

白
川
憲
人

(

下
前
小
１
年)

お
の
せ
い
や

(

中
里
小
１
年)

"
	

薮
田
奨
太

(

小
泊
小
３
年)

古
川
知
穂
美

(

中
里
小
５
年)

#
$

こ
し
の
な
お
こ

(

小
泊
小
１
年)

田
中
由
羽
菜

(

中
里
小
３
年)

太
田
優
希

(

小
泊
小
３
年)

�
�
�
�
�
�
�
�
	

笹
山
実
聖

(

小
泊
小
６
年)



�
�

	

松
谷
捺
望

(

中
里
小
６
年)



�
�
�
�

	

原
田
千
夏

(

武
田
小
１
年)



�
�
�
�

	

野
上
理
帆

(

薄
市
小
６
年)



�
�
�
�
�
�
�

	

佐
藤
雅
未

(

小
泊
小
６
年)



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	

秋
元
瑞
香

(

薄
市
小
５
年)



�
�
�
�
�
�
�
�
�

	

石
川

愛

(

武
田
小
６
年)

 
	

佐
々
木
遥
子

(
武
田
小
５
年)

今

美
郷

(

中
里
小
５
年)

!
	

高
松
未
歩

(

武
田
小
５
年)

田
名
部
実
央
依

(

小
泊
小
５
年)

"
	

佐
藤
史
崇

(

武
田
小
５
年)

澤
田
有
紀

(

薄
市
小
３
年)

#
$

野
上
真
唯

(

薄
市
小
４
年)

島
ゆ
き
の

(

中
里
小
３
年)

小
鹿
瑞
歩

(

中
里
小
６
年)

�� ����� ���������	�
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%
&
'
(
)
*
+
$
,

�
�
�
�
�
�
�
�
	

+
-
.
/
0
-
1
+
$
,

10
月
17
日
か
ら
23
日
の｢

平
成

17
年
青
森
県
秋
の
火
災
予
防
運
動｣

を
前
に
し
た
10
月
７
日
、
中
泊
町

秋
の
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

中
里
幼
稚
園
防
火
ク
ラ
ブ
の
防

火
演
技
や
演
奏
と
と
も
に
、
中
里

駅
か
ら
本
町
商
店
街
の
通
り
を
パ

レ
ー
ド
し
て｢

火
の
用
心｣

を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
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①
毎
日
の
仕
上
げ
磨
き
で
す

②
健
康
な
と
こ
ろ

①
ダ
ラ
ダ
ラ
と
お
菓
子
を
食
べ
な
い

事
。
ジ
ュ
ー
ス
よ
り
、
水
や
牛
乳

を
飲
ま
せ
て
い
る

②
悪
い
事
を
し
て
も
、
き
ち
ん
と
お

話
し
て
説
明
す
る
と
、
理
解
し
て

く
れ
る
と
こ
ろ

①
寝
る
前
に
歯
み
が
き
す
る
事

②
元
気
な
所
、
愛
想
が
い
い
と
こ
ろ

平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
、
麻
疹

(

は
し
か)

、
風
疹(

３
日
は
し
か)

の
予
防
接
種
の
方
法
、
対
象
年
齢
が

変
わ
り
ま
す
。

現
行
：
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
生
後
12
〜

90
ヵ
月
未
満
に
接
種

↓
改
正
後
：
麻
疹･

風
疹
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
生
後
12
〜
24
ヵ
月
未
満
に
接

種(

第
１
期)

町
で
設
定
し
た
対
象
月
齢
を
過
ぎ

て
ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

今
年
度
中
に
受
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
18
年
度
か
ら
は
生

後
24
ヵ
月
以
上
の
お
子
さ
ん
へ
の
接

種
、
単
独
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
は
各

自
病
院
で
、
費
用
は
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。

予
防
接
種
の
日
程
等
お
問
合
せ
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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�
�
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�

,
�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
っ
て
？

-
�

こ
の
３
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
が
そ
ろ
う
こ
と
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
特
徴
。

.
/
�
0
�
�
1
2

■
地
域
内
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行

■
急
激
な
発
症

■
38
℃
以
上
の
発
熱
／
悪
寒

〈
要
注
意
ポ
イ
ン
ト
〉

□
関
節
／
筋
肉
痛

□
倦
怠
感
／
疲
労
感

□
頭
痛

□
寝
込
む

咳
・
鼻
水
・
く
し
ゃ
み

な
ど

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参
考
に
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
場
合

は
早
め
に
医
療
機
関
に
行
き
ま
し
ょ

う
。

,
�

症
状
が
で
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？

-
�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
増
殖
を
抑

え
る
薬
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
、
治

療
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
症
状

が
で
た
ら
、
医
師
の
診
断
を
早
め

�� ��������������	�
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に
受
け
ま
し
ょ
う
。
病
院
で
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
増
殖
を
抑
え

る
薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
早
け
れ

ば
早
い
ほ
ど
効
果
的
で
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
体
の
中
で
急
激
に

増
殖
す
る
特
徴
が
あ
り
、
早
期
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
体
の
中
に
か

か
え
る
ウ
イ
ル
ス
の
量
が
少
な
い

の
で
治
療
効
果
が
あ
が
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
が
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
に

広
が
り
高
熱
が
で
て
し
ま
う
と
、

根
本
的
な
治
療
は
間
に
合
わ
な
く

な
り
、
長
引
き
ま
す
。
発
症
し
た

ら
48
時
間
以
内
に
診
断
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
�

い
つ
流
行
す
る
の
？

�
�

温
度
が
低
く
乾
燥
し
た
時
期
、

冬
に
多
く
流
行
し
ま
す
。
こ
の
時

期
は
、
空
気
中
に
漂
っ
て
い
る
ウ

イ
ル
ス
が
長
生
き
す
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
乾
燥
し
た
冷
た
い
空
気
で

私
達
の
喉
や
鼻
の
粘
膜
が
弱
っ
て

い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
低
湿

を
好
み
ま
す
。
加
湿
器
な
ど
で
室

内
の
適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
予
防
接
種
は
、
接
種
し
て
か

ら
効
果
を
発
揮
す
る
ま
で
に
２
週

間
か
か
り
ま
す
。
早
め
に
受
け
る

と
安
心
で
す
。

�
�

予
防
接
種
を
受
け
れ
ば
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
は
か
か
ら
な
い
の
？

�
�

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
に
く
く

な
り
、
か
か
っ
て
も
重
く
な
り
ま

せ
ん
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
人
の
70
〜
80
％
は
、
予
防
接
種

を
受
け
て
い
れ
ば
か
か
ら
な
く
て

す
む
か
、
か
か
っ
て
も
症
状
が
軽

く
て
す
む
と
い
う
有
効
性
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
や
高
齢
者
の

方
は
重
症
化
し
や
す
い
の
で
、
予

防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

�
�

ワ
ク
チ
ン
の
免
疫
は
型
が
合
わ

な
い
と
効
果
が
な
い
の
？

�
�

日
本
で
は
、
こ
の
10
年
間
、
予

測
と
流
行
し
た
ウ
イ
ル
ス
株
は
ほ

ぼ
一
致
し
て
お
り
、
有
効
な
ワ
ク

チ
ン
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
�

以
前
病
院
で
も
ら
っ
た
抗
生
物

質
を
飲
ん
で
、
安
静
に
し
て
い
る

の
で
す
が
…
。

�
�

抗
生
物
質
は
細
菌
に
効
果
の
あ

る
薬
で
ウ
イ
ル
ス
に
は
効
き
ま
せ

ん
。危

険
な
症
状
を
軽
視
し
て
い
た

り
、
自
己
判
断
で
危
険
な
薬
・
効

か
な
い
薬
を
飲
む
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
下
さ

い
。

�
�

市
販
の
か
ぜ
薬
で
も
い
い
の
？

�
�

熱
・
咳
・
鼻
水
を
抑
え
る
も
の

で
あ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は

効
き
ま
せ
ん
。

�
�

こ
ど
も
に
ア
ス
ピ
リ
ン
を
含
有

し
た
解
熱
剤
や
か
ぜ
薬
を
服
用
さ

せ
た
の
で
す
が
…
。

�
�

非
常
に
危
険
で
す
。
小
児
が
服

用
す
る
と
、
急
性
脳
症
を
引
き
起

こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
他
に

も
解
熱
剤
で
急
な
体
温
の
低
下
や

血
圧
の
低
下
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
医
師
に
相
談
し
、

小
児
用
の
薬
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

�
�

日
常
生
活
で
で
き
る
予
防
は
？

�
�・
予
防
接
種
を
受
け
る
。

・
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

・
人
ご
み
を
避
け
る
。

・
栄
養
と
休
養
を
と
り
、
抵
抗
力
を

高
め
る
。

・
適
度
な
温
度
・
湿
度
を
保
つ
。

・
手
洗
い
・
う
が
い
を
ま
め
に
行
う
。

(

手
洗
い
は
接
触
に
よ
る
感
染
・
う

が
い
は
喉
の
感
染
を
防
ぎ
ま
す
。)

☆
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い

ね
！
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12月６日火� 午後１時30分～３時

場所：小泊保健センター

�
������	

12月20日火� 午後１時30分～３時

場所：すくすくしたまえ館

�������

12月22日木�
対 象：

初 回－平成16年６月～平成17年５月生

追 加－平成15年６月～平成16年５月生

受 付：午後３時～３時20分



10
月
７
日
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
、
防
火
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
ま
し
た
。
町
民
の
防
火
意
識

を
高
め
る
た
め
、
中
里
消
防
署
、
消

防
団
や
幼
少
年
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な

ど
の
各
団
体
が
参
加
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

パ
レ
ー
ド
は
、
幼
稚
園
児
ら
に
よ

る
防
火
演
技
や
演
奏
を
行
い
、
元
気

い
っ
ぱ
い『

火
の
用
心』

を
呼
び
か

け
、
沿
道
に
詰
め
か
け
た
町
民
か
ら

盛
大
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

今
年
４
月
採
用
の
二
人
が
、
９
月

22
日
に
青
森
県
消
防
学
校
消
防
職
員

初
任
教
育
の
課
程
を
卒
業
し
、
小
泊

消
防
署
勤
務
と
な
り
、
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

こ
の
度
半
年
間
の
消
防
学
校
生
活

を
無
事
卒
業
し
、
小
泊
消
防
署
で
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し

た
。
中
泊
町
と
な
り｢
あ
ず
ま
し
い

村｣

か
ら
更
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
で

消
防
士
と
し
て
地
域
住
民
の
役
に
立

て
る
仕
事
に
携
わ
る
事
を
誇
り
に
思
っ

て
い
ま
す
。

消
防
学
校
で
は
、
消
防
の
業
務
の

基
本
的
な
内
容
を
し
っ
か
り
学
ん
で

き
た
の
で
現
場
で
適
切
な
状
況
確
認
、

状
況
処
理
を
行
え
る
よ
う
に
署
の
先

輩
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
、

早
く
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泊
で
仕
事
を
し
た
事
も
あ
り
、

小
泊
体
協
野
球
部
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
の
で
顔
見
知
り
の
方
も
い
ま

す
が
住
民
の
皆
さ
ん
に
早
く
顔
を
覚

て
も
ら
え
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

�
�

�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�

�

こ
の
度
、
４
月
か
ら
小
泊
消
防
署

に
勤
務
と
な
り
ま
し
た
が
、
９
月
22

日
ま
で
、
消
防
学
校
で
消
防
の
勉
強

と
訓
練
を
し
て
き
て
、
晴
れ
て
卒
業

し
消
防
職
員
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
中
は
ほ
と
ん
ど
青
森
市
に
い

た
の
で
、
町
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う

機
会
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
皆
さ
ん
に
顔
を
覚
え
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
な

ど
に
参
加
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声

を
か
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
消
防
学

校
を
卒
業
し
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま

だ
半
人
前
の
身
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
先
輩
方
を
た
く
さ
ん
み
な
ら
い
、

勉
強
し
、
出
来
る
だ
け
早
く
一
人
前

の
消
防
士
に
な
っ
て
中
泊
町
の
住
民

を
守
る
た
め
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
段
と
寒
く
な
り
、
暖

房
用
の
ス
ト
ー
ブ
な
ど
火
を
使
う
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
使
用
前
に
一

度
点
検
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

☆
煙
突
、
排
気
口
な
ど
に
、
綿
ゴ
ミ

が
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

☆
暖
房
器
具
の
取
扱
い
説
明
書
を
読

ん
で
、
性
能
を
再
確
認
す
る
。

☆
給
油
の
時
は
、
火
を
消
し
て
か
ら

行
う
。

☆
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
は
、
洗
濯
物

な
ど
燃
え
や
す
い
物
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
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平
成
17
年
10
月
８
日(

土)

〜

11
月
13
日(

日)

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
45
分

毎
週
月
曜
日
・
第
４
木
曜
日
休
館

�
�
�

小
・
中
学
生
五
〇
円

高
校
生
・

学
生
一
〇
〇
円

一
般
二
〇
〇
円

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
�

去
る
10
月
９
日(

日)

、
中
泊
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
【
パ
ル
ナ
ス
】
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、｢

居
合
道
・
抜
刀
術
演
武
教
室｣

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の
参
加
者
約
40
名

が
、
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
迫
真
の
演
武

を
堪
能
し
ま
し
た
。

最
初
の
演
目
は
、
全
日
本
剣
道
連
盟
居

合
道
四
段
外
崎
源
人
氏(

五
所
川
原
市
在

住)

に
よ
る
、
抜
刀
術
披
露
。
呼
吸
を
整

え
、
畳
表
を
径
10
㎝
ほ
ど
に
巻
き
し
め
た

巻
藁
を
、
一
刀
両
断
に
し
ま
す
。
切
断
さ

れ
た
巻
藁
が
、
勢
い
余
っ
て
客
席
に
飛
び

込
む
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
見
事
な
技
の
キ
レ
に
場
内
は
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

続
い
て
は
、
全
日
本
剣
道
連
盟
居
合
道

教
士
七
段
吉
田
章
氏(

板
柳
町
在
住)

・

同
錬
士
七
段
山
川
光
徳
氏(

五
所
川
原
市

在
住)

に
よ
る
居
合
道
演
武
で
す
。
戦
後

制
定
さ
れ
た｢

全
日
本
剣
道
連
盟
居
合｣

や
、
古
流
で
あ
る｢

夢
想
神
伝
流｣

に
よ

る
解
説
を
加
え
な
が
ら
、｢

四
方
切
り｣

や

｢

総
捲
り｣

な
ど
、
い
ず
れ
も
実
戦
的
な

想
定
を
も
と
に
し
た
術
技
が
続
々
と
披
露

さ
れ
ま
す
。
息
が
詰
ま
る
よ
う
な
緊
迫
し

た
雰
囲
気
の
な
か
、
ビ
シ
ッ
ビ
シ
ッ
と
刀

が
空
気
を
切
り
裂
く
音
の
み
が
響
き
渡
り

ま
す
。
僅
か
１
時
間
足
ら
ず
で
し
た
が
、

居
合
道
の
精
髄
が
垣
間
見
ら
れ
た
教
室
で

し
た
。

�
�
�
�
 
!
"
#
$
�
%
&

横
浜
市
在
住
外
崎
厚
さ
ん
よ
り
次
の
資

料
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『

工
藤
他
山
先
生
贈
位
報
告
祭

雪
の
岩

木
山』

１
冊

『

弘
前
城
主
越
中

津
軽
信
政
公』

１
冊

『

津
軽
信
正
公』

１
冊

『

六
十
有
一
年』

１
冊

以
上
の
合
計
４
冊
で
す
。

江
戸
時
代
に
中
里
の
教
育
の
礎
を
築
い

た
工
藤
他
山
先
生
の
記
念
集
な
ら
び
に
、

ご
子
息
外
崎
覚
先
生
の
著
作
で
す
。
貴
重

な
資
料
の
ご
提
供
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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中央公民館では､ 毎年恒例となっている ｢門松づく
り教室｣ を今年も下記のとおり実施しますので､ 受講
を希望される方は電話等でお申込ください｡
�� �� 12月22日木� 午前９時～11時
�� �� 中泊町中央公民館・大ホール
�� � 	� 児童と父母､ 中泊町民
�
��� 40人
�� � �� 材料代として1組 (2個) 1,500円
������ 11月28日月�まで
(材料注文の関係上､ 厳守にてお願いします)
※ただし､ 募集人数に達した時点で申込締切となりま
すので､ 受講希望者は早めにお申込ください｡
�� � �� 中央公民館 TEL 57－2341

�����

���	
������

中泊町心配ごと相談所では､ 特設合同相談所を次の

とおり開催します｡

当日は､ 行政に関する専門官がおいでになり相談に

応じます｡

悩みごとや心配ごとがありましたらお気軽においで

ください｡ 秘密は必ず守ります｡

�� �� 平成17年12月２日金�

午前９時～午後２時

�� �� 中里会場：中泊町老人福祉センター

小泊会場：中泊町日本海漁火センター

�� � �� 無料

�������中泊町社会福祉協議会

中里本所 TEL 57－4841

小泊支所 TEL 64－2905

�������������
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財�青森県市町村職員福祉互助会では､ 公益事業の一
環として地域住民のために活動する団体を支援し､ 地
域社会振興発展に寄与する事業を実施しています｡
次の助成金支給要綱をご覧のうえ､ ご希望の方は役
場総務課 (TEL57－2111 内線17) までお問い合せく
ださい｡ (助成申請書の記入があります)
なお､ 締切は11月25日金�とさせていただきます｡

���� !"

(１) この事業は教育機関､ 福祉団体等に対し､ 適当
と認める物品等を寄贈するものです｡
(２) 助成の対象は､ 福祉互助会を組織する市町村の
推薦を受けた ｢教育｣ ｢福祉｣ ｢文化｣ ｢環境保護｣ 等､
地域住民のために活動している団体で､ 次の条件を満
たす団体とし､ 個人は対象としません｡
①団体の意思を決定し､ 執行する組織が確立されてい
ること｡
②自ら経理し､ 監査する等会計組織を有すること｡

���������	
�������
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北五地方でとれた野菜・果物・花・魚介類などの農
林水産物や加工品等が販売されます｡
各団体がたくさんの自慢の味・自慢の物を販売しま
す｡ 今年度最後の ｢北地方産直の日｣ に､ 是非足を運
んでみてください｡
�� �� 平成17年11月20日日�

８：30～15：00
�� �� 道の駅 ｢鶴の里あるじゃ｣ (鶴田町)
�#$%&'()*+,�

・ピュア 加工サークル
・福浦営農組合
・小泊漁協婦人部
・下前漁協婦人部
�-�����

北地方産直ネットワーク協議会連絡窓口
西北地方農林水産事務所 農業振興課
TEL 0173-34-2111 (内線236)

��������	�
��
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�� �� 平成17年12月４日日�
開場16：30 開演17：00

�� �� 五所川原市 ｢オルテンシア｣ 大ホール
�� � 	� エリック・ミヤシロ氏

(トランペット奏者：当地区初)
�
 �� 坂本睦子 (フリーアナウンサー)
�� � � 500円 (幼児無料)
���������� 高橋 TEL 35－1081

��������	
��

��������

����

平成18年４月に高等学校等に進学または修業施設に
入所を希望する者を現に扶養している配偶者のいない
女子等
��������� !

①修学資金 ②修業資金 ③就学支度資金
���"#$%

(１)提出書類
①申請書 ②保証人の保証書
③貸付申請者の戸籍謄本
④配偶者のない女子であって現に児童を扶養している
ことを証する書類
⑤家計費申告書 ⑥進学証明書 ⑦経費申告書
(２) 申請書提出先

中泊町役場健康福祉課 TEL 57－2111
(３) 提出締切 平成17年12月13日火�
(４) 期限後も随時､ 貸付申請を受け付けます｡
����&'( 平成17年２月末日までに通知
����)'(� !*�

�������…仮決定された者の児童が高等学校等
に合格または修業施設に入所し､ 合格証明書 (合格通
知) の提出がなされた者に対して３月中に本決定し､
４月末日までに資金を交付する｡
�����	�
��…仮決定された者の児童が高等
学校等に入学または修業施設に入所し､ 在学証明書の
提出がなされた者に対して４月中に本決定をし､ ５月
末日までに資金を交付する｡

��������	
�����

���������

配管工認定講習
�+,���平成18年１月30日月� 14:00～
�+,���五所川原会場…プラザマリュウ五所川原
�-."/-�01�

平成17年11月28日月�～平成17年12月15日木�
申込書の配布11月22日火�～
�2 � 3�

受講資格､ 受講申込みに必要な書類及び受講料等の
詳細についてはお問い合せください｡
�����4�

中泊町役場上下水道課下水道係 TEL 57－2350

責任技術者更新講習
�+,���平成18年２月１日水� 14:00～
�+,���五所川原会場…プラザマリュウ五所川原
�-."/-�01�

平成17年11月28日月�～平成17年12月15日木�申込書の
配布11月22日火�～
�-. 5�

排水設備工事の責任技術者である者で平成18年３月
31日に有効期限満了となるもの｡
※今回の更新講習を受講しなければ､ 取得した資格を
失うことになります｡
※追加講習等は実施しません｡
�2�3�

受講申込みに必要な書類及び受講料等の詳細につい
てはお問い合せください｡
�����4�

中泊町役場上下水道課下水道係 TEL 57－2350

配管工更新講習
�+,���平成18年１月31日火� 14:00～
�+,���五所川原会場…プラザマリュウ五所川原
�-."/-�01�

平成17年11月28日月�～平成17年12月15日木�申込書の
配布11月22日火�～
�-. 5�

排水設備工事の配管工である者で平成18年３月31日
に有効期限満了となるもの｡
※今回の更新講習を受講しなければ､ 取得した資格を
失うことになります｡
※追加講習等は実施しません｡
�2�3�

受講申込みに必要な書類及び受講料等の詳細につい
てはお問い合せください｡
�����4�

中泊町役場上下水道課下水道係 TEL 57－2350

��������	
��

スイッチやコンセント､ プラグやコード等が使用中
に熱くなる原因は､ 電気の使いすぎか､ スイッチやコ
ンセント､ プラグ等の接触不良が多いようです｡
そのまま使用しておりますと､ 過熱して火災の原因
になることもあります｡ 最寄りの電気工事店または家
電販売店に相談してください｡

�������� 	
���

������������������ 
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社会保険庁では､ 平成17年10月31日から 『ねんき
んダイヤル』 サービスを開始することとなりました｡
このサービスは､ 年金に関する電話での相談につ

いて､ これまでの年金電話相談センター (全国23ヵ
所) と社会保険業務センター中央年金相談室の電話
番号を２つの全国共通電話番号に集約し､ ネットワー
ク化により効率を図る､ というものです｡
電話番号は､ ▽年金請求などの年金相談が0570－05－
1165 (イイロウゴ) ▽年金を受けている方の年金相
談が0570－07－1165 (イイロウゴ) となります｡
受付時間は午前８時30分から午後５時までです｡

(土・日・祝日を除く)
◎ 『ねんきんダイヤル』 は､ 全国の年金電話相談セ
ンター等のうち回線が空いているところにつなが
ります｡
◎通話料金は一般固定電話の場合､ 接続先にかかわ
らず市内通話料金でご利用できます｡
◎電話機の設定､ ＰＨＳなど電話機によってはご利
用できない場合がありますのでご注意ください｡
このような場合は､ 他の電話機でおかけ直しいた
だくか､最寄りの社会保険事務所をご利用ください｡
なお､ 年金電話相談センター (全国23ヵ所)､ 社
会保険業務センター中央相談室のこれまでの電話
番号は､ 10月31日以降ご利用になれませんのでご
注意ください｡
※社会保険庁ホームページ http://www.sia.go.jp/

納付した国民年金保険料は全額が社会保険料控除
の対象になり､ 税金が軽減されます｡
平成17年分の所得の申告から年末調整や確定申告

で国民年金保険料を社会保険料控除として申告する
場合に､ 保険料の支払いを証明する書類の添付が義
務付けられました｡ そのため､ 11月初旬に社会保険

庁より ｢社会保険料 (国民年金保険料) 控除証明書｣
が発行されることになりましたのでお知らせします｡
年末調整または確定申告の手続きの際は必ずこの証
明書や領収書が必要になりますので､ 申告を行うま
で大切に保管してください｡
詳しくは弘前社会保険事務所までお問い合せくだ

さい｡
TEL 0172－27－1337

これまで､ 国民年金保険料が未納となっている方
に対する保険料の収納業務は､ 弘前社会保険事務所
の職員や国民年金推進員が電話やご自宅へ直接お伺
いする方法で行っていましたが､ 平成17年10月から
民間事業者 (株式会社 もしもしホットライン 東
京都渋谷区代々木２－６－５) が行っております｡
戸別訪問で､ 国民年金保険料のお支払いをお願い

する際は必ず
①顔写真入りの納付督励員証明書を提示します｡
②社会保険庁から国民年金保険料の収納業務を委託
されている㈱もしもしホットライン
の○○△△と名乗ります｡
また､ その場で保険料をお預かりして保険料を収

納する場合は､ お客様が保険料納付書をお持ちの場
合に限ります｡ 納付書をお持ちでない場合に現金を
受け取ったり領収書を発行したりすることはありま
せん｡
ご不審な点がありましたら
弘前社会保険事務所 国民年金第一課・第二課
TEL 0172－27－1337､ 1338
にお問い合せください｡

� � � � � � � � 	 � 
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青少年が健やかに成長するためのよりよい社会環
境を築いていくのは大人の責任です｡
家庭や地域で次のような取り組みをしてはどうで

しょうか｡
���������������

・有害な本やビデオを子どもの目にふれさせない｡
・酒やたばこを子どもの手の届くところに置かない｡
・子どもに酒やたばこを買わせない｡
�� !"#$�%&'�������()*+,�

・青少年に有害な自動販売機設置のための土地を貸
さない｡
・青少年に有害な自動販売機を置かせない｡

・青少年に有害なものを自動販売機から買わない｡
-��./01�234567
�89:�;<�

・携帯電話の隠れた危険性に子どもたちが巻き込ま
れています｡ 犯罪の被害者にならないように見守っ
ていきましょう｡
=>?@ABAC����A�

家庭でのしつけ､ ふれあいと信頼関係の大切さな
ど､ 家庭のあり方をもう一度見直してみましょう｡
青少年育成青森県民会議
中泊町青少年問題協議会
DEF 中泊町教育委員会社会教育係
TEL 69－1112 FAX 69－1115

� � � � � � � � 	 
 � �  � � �
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今年も年末調整の時期となりました｡ 適正な年末調整を行っていただくために､ 次のとおり源泉徴収義務者
への説明会を開催いたします｡
�� �� 平成17年11月17日木� 13：30～15：30
�� �� ふるさと交流圏民センター ｢オルテンシア｣ 小ホール
�� � 	� 出席の際は､ 事前に郵送されている関係書類を持参してください｡
�
���� 五所川原税務署 法人課税部門 TEL 34－3279

��������	
��	

� � � � � � � � 	 
 � �  �

○平成17年に新たに課税事業者となった
○平成18年において課税事業者である 個人事業者の方へ
消費税の簡易課税制度を選択するには�����������までに

��������� !"#の提出が必要です｡

個別の労働者と事業主の間の労働条件､ 募集・採用､
セクハラ等労働関係のあらゆる紛争を対象に､ 次の制
度を無料でご利用いただけます｡
１. 総合労働相談コーナーにおける情報提供・相談
２. 青森労働局長による助言・指導
３. 青森紛争調整委員会 (弁護士・大学教授等により
構成) によるあっせん
(あっせんは募集・採用に関するものを除く)
お問い合せは､ 青森労働局総務部企画室 (017－734－
4212) または五所川原労働基準監督署庁舎内総合労働
相談コーナー (35－2309) までお寄せください｡
☆青森労働局ホームページ
http://www.aomori.plb.go.jp/

��������	
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○アンボス・ムンドス 桐野夏生 (文藝春秋)
○浜町河岸の生き神様 佐藤雅美 (文藝春秋)
○恋のちから愛のススメ 黒木 瞳 (ニッポン放送)
○告 白
チャールズ・Ｒ・ジェンキンス (角川書店)
○ネクロポリス 恩田 陸 (朝日新聞社)
$%"&'(�)*(+

特別蔵書点検のため､ 次のとおり図書館を休館とさ
せていただきます｡
お間違いのないようにご注意ください｡

,&� 平成17年12月６日火�～平成17年12月９日金�まで
※なお､本の返却については返却箱をご利用ください｡(24時間利用可)
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青森県立弘前高等技術専門校つがる校では､ 厚生労
働省が実施する11月の ｢職業能力開発促進月間｣ にあ
わせて､ 学校を地域住民に開放して訓練内容を紹介す
るとともに､ 実習作業の体験を通じて技能尊重の理解
を図るため一日技能教室を開催します｡

�� �� 平成17年11月18日金�
午前９時から12時

�� �� 青森県立弘前高等技術専門校つがる校
�R S T� 地域住民
�UVWXMY�

(１) 溶接科 焼肉鉄板
(２) 建築科 鉢上げ台
(３) 配管科 プランター台
�Z [� 実習のできる着衣､ ズック等の着用
�\ ] ^� 無料
�_`ab� 各コースとも､ 先着20名で締切
�\c3d� 11月８日火�から15日火�

(土､ 日曜日を除く９：00～16：30)
�ef�g
���

青森県立弘前高等技術専門校つがる校
TEL 42－2424 FAX 42－5050

��������	
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９月末現在(前月比)

人 口 15,015人(－21)

男 7,162人(－２)

女 7,853人(－19)

世帯数 5,143戸(±０)

出生 ６ ／ 死亡 16

転入 27 ／ 転出 38
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